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当
会
員
の
住
宅
や
店
舗
な
ど

を
含
め
て
百
四
十
七
棟
が
被
災

し
た
駅
北
大
火
か
ら
五
年
目
の

お
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
方
々
も
新
し
い
日
常
の

暮
ら
し
が
戻
り
、
ま
ち
の
様
子

は
大
火
災
を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ

ど
で
す
が
、
大
火
を
防
ぎ
・
他
の

災
害
に
も
備
え
る
心
構
え
は
持

ち
続
け
た
い
も
の
で
す
。

駅
北
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

の「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」の
中
心
的
な
事
業
で
あ
る

「
駅
北
広
場
キ
タ
ー
レ
」は
、
昨

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
朝
市

「
土
曜
キ
タ
市
」や
体
験
講
座「
こ

ど
も
ら
ぼ
」な
ど
各
種
催
し
が
開

催
さ
れ
、
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
人
の

姿
や
高
校
生
の
学
習
す
る
姿
な

ど
、
少
し
ず
つ
市
民
の
暮
ら
し
に

溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

大
火
災
に
際
し
て
、
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
物
心

両
面
の
励
ま
し
を
忘
れ
ず
、
そ

し
て
こ
の
新
し
い
風
を
背
に
、

復
興
の
目
指
す
姿「
ま
ち
な
か
大

家
族
」に
向
か
っ
て
、
市
民
と
事

業
者
が
力
を
合
わ
せ
、
小
さ
く

と
も
出
来
る
こ
と
か
ら
ひ
と
つ

ず
つ
積
み
重
ね
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
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新
年
会
長
挨
拶

鈴
木
秀
城

会
長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
不
自
由
な
生
活
か
ら

の
脱
却
〜
コ
ロ
ナ
収
束
へ
〜

昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
は
じ
ま

り
、
コ
ロ
ナ
で
終
わ
っ
た
一

年
で
し
た
。
今
年
も
、
し
ば

ら
く
は
そ
れ
が
続
き
そ
う
で

す
。
ま
た
、
年
初
め
か
ら
海

岸
線
や
平
場
で
大
雪
と
な

り
、
国
道
や
高
速
道
路
の
物

流
が
滞
り
、
市
民
生
活
に
も

影
響
が
出
る
な
ど
厳
し
い
年

明
け
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
発
症
は
、

幸
い
に
し
て
当
地
で
は
、
抑

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
経
済

的
な
ダ
メ
ー
ジ
は
ボ
デ
ィ
ブ

ロ
ー
の
よ
う
に
効
い
て
き
て
い

ま
す
。
一
刻
も
早
い
ワ
ク
チ

ン
接
種
等
が
実
施
さ
れ
、
感

染
の
収
束
と
、
そ
の
後
の
経

済
対
策
に
期
待
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

教
え
る
と
は
共
に
夢
を
語
る
こ
と

学
ぶ
と
は
誠
実
を
胸
に
刻
む
こ
と

私
の
好
き
な
言
葉
で
、
フ

ラ
ン
ス
の
ル
イ
・ア
ラ
ゴ
ン
の

謳
っ
た
も
の
の
一
節
で
す
。

第
二
次
大
戦
下
、
ス
ト
ラ
ス

ブ
ー
ル
大
学
で
教
授
や
学
生

が
ナ
チ
ス
に
逮
捕
・
殺
害
さ
れ

た
後
、
疎
開
し
困
難
の
中
で

新
た
に
学
校
を
再
開
し
ま
し

た
。
そ
の
時
の
詩
で
す
。

学
校
だ
け
で
な
く
家
で
も

会
社
で
も
、
教
育
は
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
実
行
性
・

効
果
性
を
高
め
よ
う
と
す
る

と
き
、「
こ
う
や
り
な
さ
い
。

こ
う
し
な
さ
い
。
こ
こ
が
違

う
で
し
ょ
。
こ
れ
を
直
し
な

さ
い
。」と
教
え
よ
う
と
し
ま

す
。
教
育
・
指
導
と
い
い
つつ
、

現
状
を
見
て
の
、
指
導
、
評

価
、
注
意
と
な
る
こ
と
が
多

い
で
す
。
で
も
、
そ
れ
で
は

あ
ま
り
前
向
き
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
出
て
こ
な
い
し
、
新

し
い
挑
戦
へ
の
勇
気
も
出
て

き
ま
せ
ん
。「
教
え
る
こ
と
は
、

共
に
夢
を
語
る
こ
と
」。

教
え
る
方
が
夢
を
語
っ
て
い

る
か
、
夢
を
共
有
し
夢
に
向

か
っ
て
指
導
を
し
て
い
る
か
、

頭
で
わ
か
っ
て
い
て
も
な
か
な

か
難
し
く
、
自
問
自
答
し
反

省
す
る
こ
と
し
き
り
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
先
の
夢
は

最
近
、
緊
急
事
態
宣
言
が

再
度
都
市
圏
に
発
出
さ
れ
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
散
を
抑

え
る
に
は
、
移
動
や
活
動
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
諸
外
国
で
も
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
日
本
は
、

私
権
を
制
限
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
そ
の
結
果
、
対
策
は

掛
声
的
・
教
育
的
な
啓
蒙
や

指
導
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
発
生
源
の
国
の
よ
う

に
、
実
行
確
実
性
の
高
い
強

権
的
な
強
制
力
は
発
揮
で
き

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々

に
必
要
な
の
は
、
国
民
一
人

ひ
と
り
の
高
い
意
識
や
判
断

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
国
民

の
高
い
教
育
す
る
力
や
学
ぶ

力
な
ど
民
力
が
カ
ギ
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
先
の
夢
を
、
で
き

る
だ
け
多
く
見
つ
け
て
語
り

た
い
。
そ
れ
が
こ
こ
を
乗
り

き
る
手
立
て
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
夢
を
語
り

ま
し
ょ
う
。
本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

八木 威
振興局長

米田 徹
市長

山口裕幸
糸魚川税務署
上席国税調査官
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念
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
糸
魚
川
法
人
会

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
昨
年
広
ま
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
な

か
な
か
収
束
せ
ず
、
多
く
の
人
々

の
健
康
や
経
済
に
多
大
な
影
響
が

生
じ
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く

事
態
が
収
束
す
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
方
々
に
向
け
、
既
存
の
期
限
延

長
制
度
や
納
付
の
猶
予
制
度
な
ど

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
納
税
緩
和
措
置
の

ご
利
用
の
際
に
は
、
税
務
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
中
は
、
鈴
木
会
長
を
は
じ

め
、
役
員
及
び
会
員
並
び
に
事
務

局
の
皆
様
に
は
、
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
対
し
て
、
格
別
の
ご

理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
正

し
い
税
知
識
の
普
及
や
納
税
道
義

の
高
揚
を
図
る
た
め
に
税
に
関
す

る
研
修
会
の
開
催
、
市
内
の
小
学

校
を
対
象
と
し
た
租
税
教
育
へ
の

取
組
み
、「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」の
優
秀
作
品
に

対
す
る
表
彰
や
応
募
作
品
の
展
示

な
ど
の
幅
広
い
事
業
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を

行
う
な
ど
、
意
欲
的
な
事
業
活
動

を
展
開
さ
れ
て
お
り
、
税
務
行
政

に
携
わ
る
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し

て
も
誠
に
心
強
い
限
り
で
あ
り
、

皆
様
の
ご
尽
力
に
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
の
経
済
社
会
の
急
激
な

変
化
の
中
、
税
務
行
政
に
携
わ

る
私
ど
も
の
使
命
は
、「
納
税
者

の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行

を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
」

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
使
命
を
果

た
す
た
め
に
、
納
税
者
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
る
一
方
で
、

適
正
な
申
告
を
行
っ
た
納
税
者

の
方
々
に
不
公
平
感
を
与
え
な

い
よ
う
、
悪
質
な
納
税
者
に
は

厳
正
な
姿
勢
で
臨
む
な
ど
、
適

正
・
公
平
な
課
税
・
徴
収
の
実
現

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、会
員
の
皆
様
に
は
、

税
務
行
政
の
円
滑
な
推
進
の
た

め
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
年
も
改
ま
り
、
令
和
二

年
分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の

時
期
を
迎
え
ま
す
。

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
、
確

定
申
告
会
場
内
が
い
わ
ゆ
る「
三

密
」と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
意
し

た
会
場
運
営
を
行
い
ま
す
。
確
定

申
告
書
の
作
成
は
、
ご
自
宅
等
の

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま

す
し
、
作
成
し
た
申
告
書
は
、ｅ
-

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）又
は
印
刷

し
て
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト（
ふ
た
ば
）」

が
開
設
さ
れ
、
医
療
費
控
除
や
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
の
確
定
申
告

の
際
に
お
問
い
合
わ
せ
が
多
い
ご

質
問
や
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
・
確
定
申
告
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
に
関
す
る

こ
と
の
質
問
内
容
を
入
力
し
て
い

た
だ
く
と
自
動
で
税
務
相
談
が
で

き
ま
す
。

確
定
申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
や

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
土
日
、
夜
間

で
も
二
十
四
時
間
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
確
定
申
告
会
場
に
出
向

く
こ
と
な
く
、
ご
自
宅
等
の
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
、申
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

会
員
の
皆
樣
は
も
と
よ
り
、
従
業

員
の
皆
様
へ
の
周
知
に
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
公
益

社
団
法
人
糸
魚
川
法
人
会
に
と

り
ま
し
て
更
な
る
ご
発
展
の
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
会

員
企
業
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

繁
栄
、
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
一
日
も
早

く
収
束
す
る
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

田
邉
尚
登

糸
魚
川
税
務
署
長
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念
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、
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の
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影
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滑
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滑
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で
、

適
正
な
申
告
を
行
っ
た
納
税
者

の
方
々
に
不
公
平
感
を
与
え
な

い
よ
う
、
悪
質
な
納
税
者
に
は

厳
正
な
姿
勢
で
臨
む
な
ど
、
適

正
・
公
平
な
課
税
・
徴
収
の
実
現

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、会
員
の
皆
様
に
は
、

税
務
行
政
の
円
滑
な
推
進
の
た

め
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
年
も
改
ま
り
、
令
和
二

年
分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
の

時
期
を
迎
え
ま
す
。

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
、
確

定
申
告
会
場
内
が
い
わ
ゆ
る「
三

密
」と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
意
し

た
会
場
運
営
を
行
い
ま
す
。
確
定

申
告
書
の
作
成
は
、
ご
自
宅
等
の

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま

す
し
、
作
成
し
た
申
告
書
は
、ｅ
-

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）又
は
印
刷

し
て
郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト（
ふ
た
ば
）」

が
開
設
さ
れ
、
医
療
費
控
除
や
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
の
確
定
申
告

の
際
に
お
問
い
合
わ
せ
が
多
い
ご

質
問
や
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
・
確
定
申
告
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
に
関
す
る

こ
と
の
質
問
内
容
を
入
力
し
て
い

た
だ
く
と
自
動
で
税
務
相
談
が
で

き
ま
す
。

確
定
申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
や

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は
土
日
、
夜
間

で
も
二
十
四
時
間
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
確
定
申
告
会
場
に
出
向

く
こ
と
な
く
、
ご
自
宅
等
の
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
、申
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

会
員
の
皆
樣
は
も
と
よ
り
、
従
業

員
の
皆
様
へ
の
周
知
に
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
公
益

社
団
法
人
糸
魚
川
法
人
会
に
と

り
ま
し
て
更
な
る
ご
発
展
の
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
会

員
企
業
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

繁
栄
、
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
一
日
も
早

く
収
束
す
る
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

田
邉
尚
登

糸
魚
川
税
務
署
長



十
二
月
十
五
日
、
糸

魚
川
商
工
会
議
所
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
糸
魚
川

翡
翠
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ア
ク

セ
サ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
画

コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
の

あ
っ
た
三
百
五
十
六
点

（
過
去
二
番
目
に
多
い
応

募
数
）の
作
品
に
つ
い
て

審
査
前
閲
覧
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

《
内
覧
会
》

十
二
月
十
六
日
、
東

京
都「
八
丁
堀
区
民
館
」

に
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ン

画
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
協
会
の
黒
沢

会
長
、
岩
間
副
会
長
ほ

か
の
審
査
に
よ
り
、
グ

ラ
ン
プ
リ
、
製
品
化
デ

ザ
イ
ン
賞
等
八
点
の
入

賞
作
品
を
決
定
し
て
頂

き
ま
し
た
。

《
同 

審
査
会
》

ジュエリー・アクセサリー
デザイン画コンテスト

第　　回
いと　い　がわ

糸魚川翡翠14
ひ　すい

第11回（2017年）受賞作品

永峯  万里桃
「雨宿り」

第10回（2016年）受賞作品

小田原  集子
「実りの季節」

第13回（2019年）受賞作品

真島  祐里
「変化梅」

第12回（2018年）受賞作品

齊藤  良翼
「ネコジャンプ」

第9回（2015年）受賞作品

馬場  栄里
「自由へ」

第8回（2014年）受賞作品

掘田  のどか
「灯台」

七
月
十
六
日
〜
九
月
三
十
日
ま
で
、

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お

い
て
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
製
品
化
デ
ザ
イ

ン
賞
の
受
賞
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
六
回（
平
成
二
十
四
年
度
）

〜
第
十
二
回（
平
成
三
十
年
度
）の
受
賞

作
品
七
点
を
糸
魚
川
市
の
協
力
を
得
て
、

公
開
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
、
期
間
中

に
来
場
し
た
約
二
万
人
の
皆
様
か
ら
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
受
賞
作
品
の
試
作
製
品
展
示
》

現
在
は
第
六
回
〜
第
十
三
回
ま
で
の

八
点
の
試
作
品
が
完
成

一
月
二
十
日
、
第
十
四
回
糸
魚
川

翡
翠
ジ
ュエ
リ
ー・ア
ク
セ
サ
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
画
コ
ン
テ
ス
ト
の
審
査
発
表
と
表

彰
式
が
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
お
い
て
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
の

二
百
七
十
一
名
か
ら
三
百
五
十
六
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に

は
千
葉
県
在
住
の
濵
野
み
ず
ほ
さ
ん

の「
翠
脈
」、
製
品
化
デ
ザ
イ
ン
賞
に

は
東
京
都
在
住
の
堤
美
紀
さ
ん
の「
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
」が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
過
去
二
番
目
に

多
い
応
募
作
品
を
審
査
い
た
だ
き
ま

し
た
。

審
査
員
の
黒
沢
秀
二
氏（（
公
社
）

日
本
ジ
ュエ
リ
ー・デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

会
長
）は
、リ
モ
ー
ト
メッ
セ
ー
ジ
に
て
、

コロ
ナ
禍
の
状
況
を
反
映
し
た
デ
ザ
イ

ン
が
多
く
見
ら
れ
、
ジ
ュエ
リ
ー
の
持

つ
心
を
豊
か
に
す
る
力
と
翡
翠
が
持

つ
守
護
・
神
秘
性
を
兼
ね
備
え
た
点

も
重
視
し
た
と
選
評
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
回
を
重
ね
多
く

の
学
生
な
ど
に
認
知
さ
れ
て
き
た
こ

と
も
講
評
さ
れ
ま
し
た
。

糸魚川ヒスイ商組合賞（製品）
「灯火（ともしび）」

グランプリ
「翠脈」

法人会会長特別賞（自由）
「ＬｉｖｅＳ」

法人会会長特別賞（製品）
「鳥獣玉」

準グランプリ
「Ｋｉｎｇ ｆｉｓｈｅｒ」

審査員特別賞
「滑降」
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「ハネ飛ばせ！」

製品化デザイン賞
「シンフォニー」
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いとにし 81 法人ニュース⑥第　　　　号

八
月
四
日
に
ヒ
ス
イ
王
国
館
に
お

い
て
、
糸
魚
川
税
務
署
山
口
裕
幸
上

席
国
税
調
査
官
を
講
師
に
お
迎
え

し
、「
令
和
二
年
度
税
制
改
正
及
び

法
人
会
が
推
薦
す
る
自
主
点
検

チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
」を
テ
ー
マ
と

し
て
第
一
回
税
務
研
修
会
を
開
催

し
二
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
税

制
改
正
の
ほ
か
、
全
国
法
人
会
総
連

合
が
税
理
士
会
と
国
税
庁
の
協
力
を

得
て
進
め
て
い
る
自
主
点
検
チ
ェッ
ク

シ
ー
ト
の
活
用
に
つい
て
、
丁
寧
に
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
七
日
に
は
、
第
二
回

税
務
研
修
会
と
し
て
、
新
潟
県
上

越
地
域
振
興
局
県
税
部
の
若
井
令

子
氏
と
丸
山
恵
子
氏
、
糸
魚
川
市

市
民
課
の
宝
剣
裕
二
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
、「
地
方
税（
県
税
・
市
税
）

の
概
要
と
企
業
向
け
優
遇
税
制
に
つ

い
て
」お
話
を
い
た
だ
き
、
二
十
六
名

の
参
加
者
が
熱
心
に
聴
講
し
ま
し

た
。さ

ら
に
、
十
一
月
五
日
に
は
、
税

理
士
の
湯
尾
厚
子
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、「
令
和
二
年
分
年
末
調
整

の
ポ
イ
ン
ト
〜
本
年
か
ら
適
用
さ
れ

る
変
更
点
を
中
心
に
〜
」と
題
し
た

研
修
を
行
い
、
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト

を
押
さ
え
た
年
末
調
整
の
注
意
点
な

ど
に
つ
い
て
五
十
一
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

十
二
月
九
日
に
は
、
昨
年
七
月
に

糸
魚
川
税
務
署
長
に
着
任
さ
れ
た
田

邉
尚
登
氏
を
講
師
と
し
て
、
第
四
回

税
務
研
修
会
を
開
催
し
、「
税
に
関

す
る
最
近
の
情
報
等
に
つい
て
」と
題

し
て
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

税
務
研
修
会
の
開
催

税
務
研
修
会
の
開
催

例
年
十
一
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
糸
魚
川
税
務

署
・
糸
魚
川
税
務
関
係
団
体
協
議
会（
税
団
協
）・
糸

魚
川
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
共
催
の
合
同
納
税

表
彰
式
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
法
人
会
で
は
次
の
方

が
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
会
の
佐
藤
元
春
副
会
長
が
永
年
の
法
人

会
活
動
の
功
績
に
よ
り
、
関
東
信
越
国
税
局

長
か
ら
表
彰
を
受
け
、
十
一
月
十
二
日
に
糸

魚
川
税
務
署
に
て
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国
税
局
長
表
彰
受
賞

国
税
局
長
表
彰
受
賞

当
会
の
倉
又
等 

厚
生
委
員
長
が
永
年
の
法

人
会
活
動
の
功
績
に
よ
り
、
糸
魚
川
税
務
署

長
か
ら
表
彰
を
受
け
、
十
一
月
十
二
日
に
糸

魚
川
税
務
署
に
て
表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

税
務
署
長
表
彰
受
賞

税
務
署
長
表
彰
受
賞

㈱
五
十
嵐
商
店

五
十
嵐

　豊

[

糸
魚
川
税
務
関
係
団
体
協
議
会
会
長
感
謝
状
﹈

（敬称略）

全
国
法
人
会
総
連
合（
全
法
連
）に
お

い
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
次
年
度
の
税
制

改
正
に
向
け
た
提
言
活
動
と
し
て
、
当
法

人
会
で
も
、
糸
魚
川
市
長
、
糸
魚
川
市
議

会
議
長
に
対
し
て
、
令
和
三
年
度
税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
書
を
提
出
し
、
国
に
お

け
る
税
制
改
正
の
実
現
に
向
け
た
法
人
会

活
動
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
の
税
制
改
正
に
向
け
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

る
影
響
を
重
視
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
小

企
業
を
救
う『
税
制
措
置
』と
未
来
の
た

め
の『
財
政
健
全
化
』を
求
め
ま
す
」と
提

言
し
て
い
ま
す
。

要
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と
財

政
健
全
化

〇
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考
え

方
〇
行
政
改
革
の
徹
底

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

〇
中
小
企
業
が
事
業
継
続
す
る
た
め
の
税

制
措
置

（
中
小
法
人
の
法
人
税
率
軽
減
措
置
、

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
拡
充
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
に
お
け
る
税
制
上
の
措
置
の
延
長

な
ど
）

詳
細
は
、
全
法
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
！

http://w
w
w
.zenkokuhojinkai.or.jp

全
法
連
の

税
制
改
正
提
言
の
活
動
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九
月
十
三
日
、
糸
魚
川
Ｃ
Ｃ

に
お
い
て
、
奴
奈
川
経
済
懇
話

会
と
の
共
催
に
よ
る
健
康
増
進
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
心
配
し

て
い
た
天
候
も
一
時
的
な
降
雨

で
曇
り
が
ち
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
を

吹
き
飛
ば
す
ご
と
く
日
頃
鍛
え

た
腕
前
を
競
い
合
い
、
五
十
一

名
が
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か

ら
残
念
な
が
ら
例
年
の
表
彰
式

を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

健
康
増
進
ゴ
ル
フ
大
会

平
野 

嘉
生

秋
山

　

 

勝

斉
藤 

節
雄

山
館

　

 

達

苅
谷 

昭
治

糸
魚
川
信
用
組
合

（
社
福
）奴
奈
川
福
祉
会

㈱
丸
田
組

㈱
明
星
生
コ
ン

㈱
小
田
島
建
設

優

　勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

十
月
三
十
、三
十
一
日
の
両
日
、十
六
名
が
参
加
し
て
上
越
市
、

妙
高
市
な
ど
近
く
の
地
域
で
の
学
び
を
中
心
と
し
た
研
修
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
お
隣
の
上
越
市
に
あ
る
高
田
世
界
館
を
視
察
見
学

し
、
上
野
支
配
人
か
ら
現
存
す
る
日
本
最
古
の
映
画
館
を
保
存

活
用
し
た
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ま
た
、
妙
高
市
に
本
社
の
あ
る
㈱
こ
の
み
の
相
浦
社
長
か
ら

は
自
由
な
学
生
服
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
確
立
し
た
会
社
経
営
の
戦

略
を
裏
話
も
交
え
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
豪
華
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
し
て
名
高
い
ロ
ッ
テ
ア

ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
も
糸
魚
川
市
出
身
の
比
護
さ
ん
の
ご
案
内
で
見

学
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
二
日
目
は
、Ｊ
Ｒ
長
野
駅
か
ら
企
画
列
車「
リ
ゾ
ー
ト

ビ
ュ
ー 

ふ
る
さ
と
」に
乗
車
し
、
松
本
、
安
曇
野
の
大
自
然
を
ゆ
っ
た

り
味
わ
い
な
が
ら
、

最
後
は
ロ
ー
カ
ル
な

大
糸
線
ワ
ン
マ
ン

カ
ー
に
揺
ら
れ
て
研

修
を
終
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
近
く

の
地
域
で
あ
り
な

が
ら
、
あ
ま
り
知

ら
な
い
人
や
そ
の

活
動
に
学
ぶ
こ
と

の
で
き
た「
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に

ふ
さ
わ
し
い
有
意

義
な
研
修
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
視
察
研
修

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
視
察
研
修

研
修
旅
行

弊
社
は
地
域
の
医
療・介
護・

福
祉
の
更
な
る
充
実
と
、
私
た

ち
の
日
々
の
暮
ら
し
の
向
上
を

目
指
し
て
二
〇
一
七
年
に
開
業

し
、
現
在
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン「
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
す

ま
い
る
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

訪
問
看
護
は
、
病
気
や
お
怪

我
で
、
ご
自
宅
で
療
養
さ
れ
る

利
用
者
様
の
も
と
に
、
看
護
師

が
お
伺
い
し
て
体
調
管
理
や
身

の
回
り
の
お
世
話
、服
薬
管
理
、

リ
ハ
ビ
リ
、
認
知
症
ケ
ア
、
介

護
サ
ポ
ー
ト
、
精
神
面
の
サ

ポ
ー
ト
、
点
滴
や
注
射
・
経
管

治
療
等
の
医
療
行
為
か
ら
お
看

取
り
ま
で
と
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
生
後
ま
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、
介
護

保
険
や
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ

ご
負
担
も
そ
れ
ほ
ど
心
配
せ
ず

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
二
十
四
時
間
三
六
五
日

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
の
で
、
夜
中
の
急
な
呼
び

出
し
に
も
対
応
し
、
必
要
に
応

じ
て
看
護
師
が
駆
け
つ
け
ま
す
。

食
事
も
全
く
取
れ
な
く
な
り

衰
弱
し
き
っ
て
し
ま
わ
れ
た
利

用
者
様
が
、
今
で
は
自
分
の
力

で
浴
室
ま
で
歩
い
て
行
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
ご
主
人
様

を
見
送
ら
れ
る
奥
様
に
寄
り
添

わ
せ
て
頂
い
た
り
、
表
面
的
な

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
心

が
通
う
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
で
の
介
護
や
療
養
の

お
悩
み
や
心
配
事
は
、
何
な
り

と
私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
林
聖
子

代
表
取
締
役

株
式
会
社 

桜
翠

事務所
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九
月
十
三
日
、
糸
魚
川
Ｃ
Ｃ

に
お
い
て
、
奴
奈
川
経
済
懇
話

会
と
の
共
催
に
よ
る
健
康
増
進
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
心
配
し

て
い
た
天
候
も
一
時
的
な
降
雨

で
曇
り
が
ち
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
を

吹
き
飛
ば
す
ご
と
く
日
頃
鍛
え

た
腕
前
を
競
い
合
い
、
五
十
一

名
が
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
か

ら
残
念
な
が
ら
例
年
の
表
彰
式

を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

健
康
増
進
ゴ
ル
フ
大
会

平
野 

嘉
生

秋
山

　

 

勝

斉
藤 

節
雄

山
館

　

 

達

苅
谷 

昭
治

糸
魚
川
信
用
組
合

（
社
福
）奴
奈
川
福
祉
会

㈱
丸
田
組

㈱
明
星
生
コ
ン

㈱
小
田
島
建
設

優

　勝

準
優
勝

第
三
位

第
四
位

第
五
位

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

十
月
三
十
、三
十
一
日
の
両
日
、十
六
名
が
参
加
し
て
上
越
市
、

妙
高
市
な
ど
近
く
の
地
域
で
の
学
び
を
中
心
と
し
た
研
修
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
お
隣
の
上
越
市
に
あ
る
高
田
世
界
館
を
視
察
見
学

し
、
上
野
支
配
人
か
ら
現
存
す
る
日
本
最
古
の
映
画
館
を
保
存

活
用
し
た
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ま
た
、
妙
高
市
に
本
社
の
あ
る
㈱
こ
の
み
の
相
浦
社
長
か
ら

は
自
由
な
学
生
服
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
確
立
し
た
会
社
経
営
の
戦

略
を
裏
話
も
交
え
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
豪
華
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
し
て
名
高
い
ロ
ッ
テ
ア

ラ
イ
リ
ゾ
ー
ト
も
糸
魚
川
市
出
身
の
比
護
さ
ん
の
ご
案
内
で
見

学
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
二
日
目
は
、Ｊ
Ｒ
長
野
駅
か
ら
企
画
列
車「
リ
ゾ
ー
ト

ビ
ュ
ー 

ふ
る
さ
と
」に
乗
車
し
、
松
本
、
安
曇
野
の
大
自
然
を
ゆ
っ
た

り
味
わ
い
な
が
ら
、

最
後
は
ロ
ー
カ
ル
な

大
糸
線
ワ
ン
マ
ン

カ
ー
に
揺
ら
れ
て
研

修
を
終
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
近
く

の
地
域
で
あ
り
な

が
ら
、
あ
ま
り
知

ら
な
い
人
や
そ
の

活
動
に
学
ぶ
こ
と

の
で
き
た「
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
マ
イ
ク

ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」に

ふ
さ
わ
し
い
有
意

義
な
研
修
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
視
察
研
修

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
視
察
研
修

研
修
旅
行

弊
社
は
地
域
の
医
療・介
護・

福
祉
の
更
な
る
充
実
と
、
私
た

ち
の
日
々
の
暮
ら
し
の
向
上
を

目
指
し
て
二
〇
一
七
年
に
開
業

し
、
現
在
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン「
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
す

ま
い
る
」を
運
営
し
て
い
ま
す
。

訪
問
看
護
は
、
病
気
や
お
怪

我
で
、
ご
自
宅
で
療
養
さ
れ
る

利
用
者
様
の
も
と
に
、
看
護
師

が
お
伺
い
し
て
体
調
管
理
や
身

の
回
り
の
お
世
話
、服
薬
管
理
、

リ
ハ
ビ
リ
、
認
知
症
ケ
ア
、
介

護
サ
ポ
ー
ト
、
精
神
面
の
サ

ポ
ー
ト
、
点
滴
や
注
射
・
経
管

治
療
等
の
医
療
行
為
か
ら
お
看

取
り
ま
で
と
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
生
後
ま
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
、
介
護

保
険
や
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ

ご
負
担
も
そ
れ
ほ
ど
心
配
せ
ず

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
二
十
四
時
間
三
六
五
日

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
の
で
、
夜
中
の
急
な
呼
び

出
し
に
も
対
応
し
、
必
要
に
応

じ
て
看
護
師
が
駆
け
つ
け
ま
す
。

食
事
も
全
く
取
れ
な
く
な
り

衰
弱
し
き
っ
て
し
ま
わ
れ
た
利

用
者
様
が
、
今
で
は
自
分
の
力

で
浴
室
ま
で
歩
い
て
行
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
ご
主
人
様

を
見
送
ら
れ
る
奥
様
に
寄
り
添

わ
せ
て
頂
い
た
り
、
表
面
的
な

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
心

が
通
う
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

ご
自
宅
で
の
介
護
や
療
養
の

お
悩
み
や
心
配
事
は
、
何
な
り

と
私
た
ち
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

小
林
聖
子

代
表
取
締
役

株
式
会
社 

桜
翠

事務所
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市
内
小
中
学
校
へ

非
接
触
式
体
温
計
寄
贈

各支部活動報告各支部活動報告

十
一
月
二
十
七
日
、
能
生
商
工
会

館
に
お
い
て
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

高
田
支
店
長
の
筒
井
康
隆
氏
を
講
師

に
、「
最
近
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
」

の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

筒
井
支
店
長
は
、①
日
本
政
策
金

融
公
庫
の
概
要
と
国
民
生
活
事
業
の

特
徴
、②
最
近
の
金
融
・
経
済
情
勢
、

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
取
組
み
等
に
つ
い
て
の
３
点

を
講
話
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
し
特
に
経
済
活
動
が
停
滞
し
て

い
る
中
で
、
各
種
経
済
指
標
や
小
企

業
の
現
状
と
見
通
し
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
数
字
や
グ
ラ
フ
を
用
い
な
が

ら
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。

地
域
社
会
全
体
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
る
中
、
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
市
内
の
小
中
学
校

に
お
け
る
感
染
予
防
対
策
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
た
め
、
糸
魚
川
支

部
、
青
海
支
部
、
能
生
支
部
が
共

同
で
非
接
触
式
体
温
計
二
十
台
を

市
教
育
委
員
会
に
寄
贈
い
た
し
ま

し
た
。

九
月
十
五
日
に
糸
魚
川
支
部 
永

江
支
部
長
と
青
海
支
部 

佐
藤
支
部

長
が
代
表
し
て
市
教
育
委
員
会
を

訪
れ
、
井
川
賢
一
教
育
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
各
学
校
現
場
で
感
染

予
防
の
一
助
と
し
て
活
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

能
生
支
部

十
一
月
二
十
六
日
、
ホ
テ
ル
國
富

ア
ネ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、
株
式
会
社

イ
ー
ル
ー
代
表
取
締
役
で
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
全
国
的
に
活
躍
さ
れ
、
現
在
糸
魚

川
市
在
住
の
伊
藤
薫
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
糸
魚
川
の
魅
力
を
活
か
し
た
関

係
人
口
と
の
協
業
に
つ
い
て
」と
題

し
て
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
糸

魚
川
な
ら
で
は
の
楽
し
さ
・
面
白
さ

と
そ
こ
に
求
め
ら
れ
人
材
や
働
く
可

能
性
の
話
に
三
十
名
が
熱
心
に
聴
講

し
ま
し
た
。

伊
藤
様
か
ら
は
、
調
査
や
デ
ー
タ

分
析
を
踏
ま
え
、
移
住
・
創
業
の
実

例
を
交
え
な
が
ら
話
が
な
さ
れ
ま
し

た
。 糸

魚
川
支
部

九
月
二
十
四
日
、
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
親
不

知
レ
ン
ガ
ト
ン
ネ
ル
や
親
不

知
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ロ
ー
ド
の
ゴ

ミ
拾
い
と
草
刈
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ

た
レ
ン
ガ
ト
ン
ネ
ル
、
天
下

の
険
と
し
て
有
名
な
親
不

知
、
と
も
に
ジ
オ
サ
イ
ト

と
し
て
地
域
の
誇
れ
る
場

所
で
す
。
会
員
二
十
六
人
が
手
分
け
し
て
、
ゴ
ミ

拾
い
の
ほ
か
、
刈
払
機
や
鎌
等
で
作
業
し
て
、
雑

草
の
生
い
茂
っ
た
遊
歩
道
は
き
れ
い
な
状
態
に
な
り

ま
し
た
。

十
一
月
二
十
五
日
、
糸

魚
川
市
の
ご
み
処
理
を
テ
ー

マ
に
糸
魚
川
市
清
掃
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
新
ご

み
処
理
施
設
と
し
て
ス
ト
ー

カ
焼
却
方
式
に
よ
り
四
月
か

ら
本
格
稼
働
し
て
い
ま
す
。

最
初
に
、
糸
魚
川
市
環

境
生
活
課
長
高
野
一
夫
氏
か
ら
糸
魚
川
市
の
ご
み
処

理
の
概
要
に
つい
て
講
話
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
研

修
ス
ペ
ー
ス
で
施
設
の
説
明
を
受
け
、
見
学
窓
か
ら

炉
室
や
ご
み
ピッ
ト
な
ど
の
設
備
を
見
学
し
ま
し
た
。

青
海
支
部
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全
法
連
に
お
い
て
平
成
二
十
九

年
に
作
成
し
た
次
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
デ
ィ

ス
ク
一
枚
）が
こ
の
度
一
部
時
点
修

正
し
て
、
各
法
人
会
へ
届
き
ま
し

た
。
各
種
研
修
会
や
会
員
企
業
で

の
視
聴
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
に
は
一
週
間
を
上

限
に
無
料
で
貸
出
い
た
し
ま
す
の

で
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

①
経
営
に
差
が
つ
く
！
知
っ
て
得

す
る「
税
」の
お
話（
約
十
七
分
）

②
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

「
決
算
」対
策（
約
十
八
分
）

※
①
と
②
が
一
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
デ
ィ

ス
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
年
、
総
会
時
期
か
ら
秋
に
か

け
て
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
か
ら
講
演
会
や
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
づ
ら
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
状
況
が
改
善

し
て
き
ま
し
た
ら
、
ご
案
内
い
た

し
ま
す
が
、こ
の
機
会
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
無
料
視
聴
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

左
記
に
よ
り
、
糸
魚
川
法
人
会
・

無
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

（
従
業
員
の
皆
様
を
含
め
、
会
社
内

で
有
効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

研
修
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

貸
し
出
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

セ
ミ
ナ
ー
の
紹
介

問
合
せ
先 

： 

糸
魚
川
法
人
会 

事
務
局

電
　
話
：〇
二
五
-五
五
〇
-四
〇
一
一

F
A
X
：〇
二
五
-五
五
〇
-四
〇
一
〇

Ｅ
メ
ー
ル
：itonishi@

fsinet.or.jp

【
お
問
合
せ
先
】

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
〇
一
二
〇
-九
五
-〇
一
七
八

　
平
　
日
：
九
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

　（
土
日
祝
日
は
一
七
時
三
〇
分
ま
で
）

糸
魚
川
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://userweb.www.fsinet.or.jp/itoigawa

）

へ
ア
ク
セ
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://www.kojinbango-card.go.jp/kofushinse/

）

↓ 

ア
ン
ダ
ー
バ
ー
ナ
ー
の

　 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
」を
ク
リ
ック

↓ 

会
員
専
用

    

Ｉ
Ｄ：ｈ
ｊ
１
０
２
１

    

パ
ス
ワ
ー
ド
：
４
０
１
１

ご
利
用
方
法

平
成
二
十
八
年
一月
か
ら
開
始
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
す
が
、

皆
さ
ん
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

こ
の
た
び
、
国
税
庁
・
総
務
省
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
利

活
用
に
つい
て
、
協
力
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
だ
取
得
し
て
い
な
い
会
員
や
従

業
員
の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

取
得
方
法
は
、
左
記
の
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

持
っ
て
い
ま
す
か
！

主
な
利
用
メ
リ
ッ
ト

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
得

ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト（
買
物
特
典
）の
取
得

健
康
保
険
証
の
利
用

（
令
和
三
年
三
月
開
始
予
定
）

運
転
免
許
証（
利
用
を
検
討
中
）

●●●●●

青
年
部
会

園田　岳彦

令
和
二
年
十
一
月
十
四
日
〜
十

五
日
に
か
け
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
で
新
潟
市
へ
研
修
旅
行
に

行
って
き
ま
し
た
。

行
き
は
、
直
江
津
駅
よ
り「
越
乃

S
h
u
*
K
u
r
a
」に
乗
り
、
新

潟
の
お
酒
と
ご
当
地
の
料
理
を
堪
能

し
な
が
ら
ゆっ
く
り
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
新
潟
市
内
観
光
と

う
い
う
こ
と
で「
旧
斎
藤
家
別
邸
」と

「
カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
ワ
イ
ナ
リ
ー
　
レ
ス

ト
ラ
ン
ヴ
ィ
ー
ニュ
」へ
行
き
ま
し
た
。

旧
斎
藤
家
別
邸
は
、
新
潟
三

大
財
閥
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
豪

商
が
建
て
た
別
荘
で
、
ち
ょ
う
ど

紅
葉
の
時
期
で
も
あ
り
庭
園
の
紅

葉
が
す
ご
く
き
れ
い
で
感
動
し
ま

し
た
。

ま
た
、
カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
ワ
イ
ナ
リ
ー 

レ
ス
ト
ラ
ン
ヴ
ィ
ー
ニュで
は
、
こ
こ
で

作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
や
地
ビ
ー
ル
の
説

明
を
受
け
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

二
日
間
、
新
潟
で
の
研
修
旅
行

で
し
た
が
新
潟
に
も
た
く
さ
ん
の

い
い
と
こ
ろ
が
発
見
で
き
大
変
た
め

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー

と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
、
入
会
し
て
初
め
て
の

参
加
で
し
た
が
大
変
楽
し
く
参
加

で
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
四
日
、
糸
魚
川
Ｃ
Ｃ

に
お
い
て
、
昨
年
に
続
き
青
年
部

会
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

参
加
部
員
九
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
腕

前
を
発
揮
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い

と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
悪
天
候
と
な
っ
た
た

め
、
ハ
ー
フ
の
プ
レ
ー
と
な
り
ま

し
た
が
、
心
の
触
れ
合
う
親
睦
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
旅
行

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

木
島

　一
㈱
木
島
組

優 

勝

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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全
法
連
に
お
い
て
平
成
二
十
九

年
に
作
成
し
た
次
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
デ
ィ

ス
ク
一
枚
）が
こ
の
度
一
部
時
点
修

正
し
て
、
各
法
人
会
へ
届
き
ま
し

た
。
各
種
研
修
会
や
会
員
企
業
で

の
視
聴
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
に
は
一
週
間
を
上

限
に
無
料
で
貸
出
い
た
し
ま
す
の

で
、
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

①
経
営
に
差
が
つ
く
！
知
っ
て
得

す
る「
税
」の
お
話（
約
十
七
分
）

②
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

「
決
算
」対
策（
約
十
八
分
）

※
①
と
②
が
一
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
デ
ィ

ス
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
年
、
総
会
時
期
か
ら
秋
に
か

け
て
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
か
ら
講
演
会
や
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
づ
ら
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
状
況
が
改
善

し
て
き
ま
し
た
ら
、
ご
案
内
い
た

し
ま
す
が
、こ
の
機
会
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
無
料
視
聴
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

左
記
に
よ
り
、
糸
魚
川
法
人
会
・

無
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

（
従
業
員
の
皆
様
を
含
め
、
会
社
内

で
有
効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

研
修
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

貸
し
出
し

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

セ
ミ
ナ
ー
の
紹
介

問
合
せ
先 

： 

糸
魚
川
法
人
会 

事
務
局

電
　
話
：〇
二
五
-五
五
〇
-四
〇
一
一

F
A
X
：〇
二
五
-五
五
〇
-四
〇
一
〇

Ｅ
メ
ー
ル
：itonishi@

fsinet.or.jp

【
お
問
合
せ
先
】

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
〇
一
二
〇
-九
五
-〇
一
七
八

　
平
　
日
：
九
時
三
〇
分
〜
二
〇
時

　（
土
日
祝
日
は
一
七
時
三
〇
分
ま
で
）

糸
魚
川
法
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://userweb.www.fsinet.or.jp/itoigawa

）

へ
ア
ク
セ
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://www.kojinbango-card.go.jp/kofushinse/

）

↓ 

ア
ン
ダ
ー
バ
ー
ナ
ー
の

　 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
」を
ク
リ
ック

↓ 

会
員
専
用

    

Ｉ
Ｄ：ｈ
ｊ
１
０
２
１

    
パ
ス
ワ
ー
ド
：
４
０
１
１

ご
利
用
方
法

平
成
二
十
八
年
一月
か
ら
開
始
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
す
が
、

皆
さ
ん
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

こ
の
た
び
、
国
税
庁
・
総
務
省
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
と
利

活
用
に
つい
て
、
協
力
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
だ
取
得
し
て
い
な
い
会
員
や
従

業
員
の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

取
得
方
法
は
、
左
記
の
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

持
っ
て
い
ま
す
か
！

主
な
利
用
メ
リ
ッ
ト

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
得

ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト（
買
物
特
典
）の
取
得

健
康
保
険
証
の
利
用

（
令
和
三
年
三
月
開
始
予
定
）

運
転
免
許
証（
利
用
を
検
討
中
）

●●●●●

青
年
部
会

園田　岳彦

令
和
二
年
十
一
月
十
四
日
〜
十

五
日
に
か
け
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
で
新
潟
市
へ
研
修
旅
行
に

行
って
き
ま
し
た
。

行
き
は
、
直
江
津
駅
よ
り「
越
乃

S
h
u
*
K
u
r
a
」に
乗
り
、
新

潟
の
お
酒
と
ご
当
地
の
料
理
を
堪
能

し
な
が
ら
ゆっ
く
り
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
新
潟
市
内
観
光
と

う
い
う
こ
と
で「
旧
斎
藤
家
別
邸
」と

「
カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
ワ
イ
ナ
リ
ー
　
レ
ス

ト
ラ
ン
ヴ
ィ
ー
ニュ
」へ
行
き
ま
し
た
。

旧
斎
藤
家
別
邸
は
、
新
潟
三

大
財
閥
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
豪

商
が
建
て
た
別
荘
で
、
ち
ょ
う
ど

紅
葉
の
時
期
で
も
あ
り
庭
園
の
紅

葉
が
す
ご
く
き
れ
い
で
感
動
し
ま

し
た
。

ま
た
、
カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
ワ
イ
ナ
リ
ー 

レ
ス
ト
ラ
ン
ヴ
ィ
ー
ニュで
は
、
こ
こ
で

作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
や
地
ビ
ー
ル
の
説

明
を
受
け
、
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

二
日
間
、
新
潟
で
の
研
修
旅
行

で
し
た
が
新
潟
に
も
た
く
さ
ん
の

い
い
と
こ
ろ
が
発
見
で
き
大
変
た
め

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー

と
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
、
入
会
し
て
初
め
て
の

参
加
で
し
た
が
大
変
楽
し
く
参
加

で
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
四
日
、
糸
魚
川
Ｃ
Ｃ

に
お
い
て
、
昨
年
に
続
き
青
年
部

会
の
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、

参
加
部
員
九
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
腕

前
を
発
揮
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い

と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
悪
天
候
と
な
っ
た
た

め
、
ハ
ー
フ
の
プ
レ
ー
と
な
り
ま

し
た
が
、
心
の
触
れ
合
う
親
睦
の

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
旅
行

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

木
島

　一
㈱
木
島
組

優 

勝

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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女
性
部
会

　十
月
二
十
二
日
、
十
名
が
参
加
し

市
内
笹
倉
温
泉
を
利
用
し
て
の
日
帰

り
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
も
配
慮
し
、
近
場
で
の
日
帰
り

研
修
と
し
ま
し
た
。

　大
同
生
命
保
険
㈱
上
越
営
業
所
長

の
鎌
田
明
布
氏
を
講
師
に「
法
人
会

福
利
厚
生
制
度
に
つ
い
て
」の
お
話

を
聞
き
、
大
同
生
命
保
険
㈱
を
は
じ

め
と
し
た
保
険
三
社
と
法
人
会
の
係

わ
り
の
歴
史
な
ど
を
学
び
、
法
人
会

福
利
厚
生
制
度
創
設
に
か
け
た
先
人

の
想
い
と
苦
労
を
感
じ
ま
し
た
。

日
頃
の
慌
た
だ
し
さ
を
忘
れ
、
ゆ
っ

た
り
と
美
肌
の
温
泉
に
浸
か
り
癒
し

と
親
睦
の
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

福
利
厚
生
制
度
研
修
と

市
内
温
泉
で
ゆ
っ
た
り

研
修
旅
行

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
の
募
集・表
彰
と
作
品
展
示

市
内
の
小
学
校
六
年
生
を
対

象
に
青
年
部
会
の
租
税
教
室
実

施
に
合
わ
せ
て「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
」の
作
品
募
集
を
行
い
ま

し
た
。

市
内
小
学
校
七
校
か
ら
二
百

十
七
点
の
応
募
が
あ
り
審
査
の

結
果
、
三
点
の
入
賞
作
品
が
選

ば
れ
各
学
校
に
出
か
け
て
、
入

賞
し
た
児
童
に
賞
状
を
授
与
し

ま
し
た
。
ま
た
、
税
を
考
え
る

週
間（
十
一
月
十
一
日
〜
十
七

日
）に
合
わ
せ
て
、
糸
魚
川
信
用

組
合
の
本
店
、
能
生
支
店
、
梶

屋
敷
支
店
、
本
町
支
店
、
青
海

支
店
の
五
か
所
に
お
い
て
、
応

募
の
あ
っ
た
全
作
品
を
展
示
し
、

来
訪
者
へ
の
納
税
意
識
の
高
揚

に
努
め
ま
し
た
。

税
に
関
す
る
研
修
会

十
一
月
十
二
日
、
膳
処
く
ろ
ひ

め
を
会
場
と
し
て
、
田
邉
尚
登
糸

魚
川
税
務
署
長
か
ら「
映
画『
マ
ル

サ
の
女
』を
た
ど
り
な
が
ら
査
察
事

件
の
実
態
と
正
し
い
納
税
」に
つ
い

て
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加

者
八
名
は
田
邉
署
長
の
体
験
談
を

交
え
た
解
り
易
い
お
話
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。

糸
魚
川
法
人
会
長
賞

川
井

　羽
菜 

さ
ん

（
能
生
小
学
校
）

糸
魚
川
税
務
署
長
賞

伊
藤

　優
莉 

さ
ん

（
能
生
小
学
校
）

糸
魚
川
法
人
会

女
性
部
会
長
賞

八
木

　菜
摘 

さ
ん

（
田
沢
小
学
校
）

糸魚川法人会長賞

糸魚川税務署長賞

糸魚川法人会女性部会長賞
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制度導入までのスケジュール

登録申請書の
受付開始

インボイス制度
の導入

令和５年10月1日令和3年10月1日 令和5年３月31日

登録事業者になろうとする事業者の方は「適格請求書発行事業者の登録申請書（登録申請書）」の提出が必要です。
登録申請書提出後、税務署から登録番号などの通知が行われます。

31＋T「は方の者業事の外以れそ、」号番人法＋T「は方の者業事るす有を号番人法、はていつに号番録登　 ※ 桁の数字（新
たな固有の番号）」が登録番号となります。

登録申請書受付開始！
令和３年１０月１日から
事業者の方へ 消費税　インボイス制度

登録申請書は、
令和3年10月１日
から提出が可能です。

令和５年10月１日から登録を受けるためには、原則として、
令和５年３月31日までに登録申請書を提出する必要があります。

「インボイス制度」ってナニ？

インボイスってナニ？
請　求　書

事な要必が載記にスイボンイ（項事の定一、ちうの等書細明入仕たし成作がら自、は手買　 ）※（　
項）が記載され取引相手の確認を受けたものを保存することで、仕入税額控除の適用を受け
ることもできます。 

請　求

【記載事項】
① 請求書発行事業者の
　 氏名又は名称
② 取引年月日
③ 税象対減軽（容内の引取 
率の対象品目である旨）

④ 税率ごとに区分して
　 合計した対価の額
⑤ 事るけ受を付交の類書 
業者の氏名又は名称

【記載事項】
区分記載請求書に以下の
事項が追加されたもの

① 登録番号
　 《課税事業者のみ登録可》
② 適用税率
③ 税率ごとに区分した
　 消費税額等

2020.10国税庁　法人番号7000012050002

きとたれらめ求らか）者業事税課（手相引取るあで手買、は者業事録登るあで手売　 
は、インボイスを交付しなければなりません（また、交付したインボイスの写しを保
存しておく必要があります）。

 　売手が買手に対して、正確な適用税率や消費税額等を伝えるものです。
」率税用適「、」号番録登「に」書求請載記分区「の行現、はに的体具　 　

及び「消費税額等」の記載が追加されたものをいいます。

●現行の区分記載請求書とインボイスとの記載事項の比較
＜区分記載請求書（現行）＞ ～令和５年９月 ＜インボイス＞ 令和５年10月～

●

【専用ダイヤル】
0120－205－553（無料）
【受付時間】
9：00～17：00（土日祝除く）

詳しくお知りになりたい方は、
国税庁ホームページ（https://
www.nta.go.jp）
の「インボイス
制度特設サイト」
をご覧ください。

e-Taxに関する情報

電子データ（電子インボイス）でもOK!

相引取、てしと則原、にめたるけ受を用適の除控額税入仕は手買　 
手（売手）である登録事業者から交付を受けたインボイス（※）の保存
等が必要となります。

請求書
○○㈱御中

㈱△△

●年■月分　
 

　■月▲日　割りばし　　  550円
　■月▲日　牛 　肉  ※ 5,400円

：
　　　　    合  計 　  43,600円

（10％対象　22,000円）
（８％対象　21,600円）

※は軽減税率対象

請求書
○○㈱御中

㈱△△（Ｔ1234…）

●年■月分　
        

　■月▲日　割りばし　　  550円
　■月▲日　牛 　肉  ※ 5,400円

：
　　　　    合  計 　  43,600円

10％対象 22,000円 内税　2,000円
８％対象 21,600円 内税　1,600円

※は軽減税率対象

特設サイトへ

令和５年10月１日から「適格請求書等保存方式（インボイス制度）」が導入されます。
適格請求書発行事業者（登録事業者）のみが適格請求書（インボイス）を交付することができます。

登録申請は、
e-Taxをご利用
いただくと手続が
スムーズです。

登録
申請

e-Taxに関する詳しい情報は、
e-Taxホームページ（https://
www.e-tax.nta.go.jp）を ご
覧ください。利用開始の手続、
推奨環境及びよくある質問
（Q&A）などを
お知らせして
います。

インボイス制度に
関するお問合せ先

インボイス制度に関する一
般的なご相談は、専用ダイ
ヤルで受け付けております。

個人事業者の方
はスマートフォ
ンからでも申請
できます。
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